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「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ッ
シ
ュ
・
ト
レ
ー
ダ
ー
」
へ
の
判
決
と
米
国
の
相
場
操
縦
規
制
の
動
向

森
本　

　

学

１　
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ッ
シ
ュ
・
ト
レ
ー
ダ
ー
」
事
件
と
そ
の
判
決

（
１
）
事
件
の
摘
発

　

二
〇
一
五
年
四
月
二
一
日
、
ナ
ビ
ン
ダ
ー
・
シ
ン
・
サ
リ
オ
（
三
六
）
は
Ｃ
Ｍ
Ｅ
に
お
け
る
相
場
操
縦
や
先
物
詐
欺
な
ど
二
二
の

容
疑
で
、
英
国
ロ
ン
ド
ン
郊
外
ハ
ン
ズ
ロ
ー
の
自
宅
で
逮
捕
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
か
ね
て
訴
追
請
求
し
て
い
た
米
司
法
省
の
要
請
に

応
じ
て
英
国
当
局
が
逮
捕
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

米
司
法
省
は
、
こ
の
逮
捕
に
つ
い
て
、
サ
リ
オ
容
疑
者
の
相
場
操
縦
が
二
〇
一
〇
年
五
月
六
日
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の

原
因
と
な
っ
た
（contributed

）
と
説
明
し
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
摘
発
は
英
米
で
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
犯
人
逮
捕
」

と
報
じ
ら
れ
、
同
容
疑
者
は
以
後
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ッ
シ
ュ
・
ト
レ
ー
ダ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
彼
の
二

二
の
容
疑
は
、
最
大
で
三
八
〇
年
の
刑
に
相
当
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

（
参
考
）
米
国
株
式
市
場
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ッ
シ
ュ

　

二
〇
一
〇
年
五
月
六
日
、
特
段
の
材
料
が
無
い
な
か
で
米
国
株
式
市
場
（
ダ
ウ
平
均
）
は
午
後
二
時
四
〇
分
か
ら
五
分
間
で
五
七

三
ド
ル
（
約
五
％
）
下
落
し
、
そ
の
後
二
時
四
七
分
か
ら
一
分
半
で
五
四
三
ド
ル
急
騰
し
た
。
過
去
に
類
例
の
な
い
短
時
間
の
株
価

の
乱
高
下
と
な
っ
た
。
個
別
銘
柄
で
は
、
株
価
が
例
え
ば
四
〇
ド
ル
か
ら
数
分
で
一
セ
ン
ト
ま
で
暴
落
す
る
異
常
な
ケ
ー
ス
が
続
出
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し
た
。
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
は
、
実
勢
か
ら
か
け
離
れ
た
取
引
と
し
て
二
万
件
以
上
の
約
定
を
取
り
消
す
前
例
の
な
い
事
態
と
な
っ
た

（
１
）。

　

そ
の
後
明
ら
か
と
な
っ
た
起
訴
状
に
よ
れ
ば
、
同
容
疑
者
は
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
四
年
に
か
け
て
Ｃ
Ｍ
Ｅ
のE

-M
ini 

S&
P500

先
物
で
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
取
引
に
よ
り
「
見
せ
玉
注
文
」
を
繰
り
返
し
実
行
し
て
い
た
（
こ
れ
に
よ
り
約
四
〇
〇
〇
万
ド
ル

の
利
益
を
上
げ
た
と
さ
れ
る
）。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
当
日
に
は
「
多
額
の
注
文
を
繰
り
返
し
出
し
、
他
の
大
き
な
取
引

が
来
た
際
に
生
じ
る
大
き
な
動
き
に
対
し
て
市
場
を
脆
弱
に
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
と
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
共
同
報
告
書
で
は
概
ね
「
特
定
の
原
因
行
為
は
な
く
、

あ
る
大
口
注
文
を
き
っ
か
け
に
複
合
的
要
因
で
起
こ
っ
た
」と
結
論
づ
け
て
い
た
。
さ
ら
に
Ｃ
Ｍ
Ｅ
は
、同
取
引
所
の
商
品
が
フ
ラ
ッ

シ
ュ
・
ク
ラ
ッ
シ
ュ
を
引
き
起
こ
す
要
因
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
調
査
結
果
を
発
表
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
調
査
結
果
も
あ
り
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
原
因
を
一
介
の
デ
イ
ト
レ
ー
ダ
ー
に
帰
す
る
こ
と
に
は
、
逮
捕
直

後
か
ら
疑
問
の
声
（
市
場
関
係
者
や
学
者
な
ど
）
が
出
て
い
た
。Law

rence R
. G

losten

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
（
ビ
ジ
ネ
ス
・

ス
ク
ー
ル
）
は
、「
サ
リ
オ
氏
の
様
な
人
の
行
動
が
、
市
場
を
（
あ
の
様
に
）
ひ
ど
く
損
な
う
と
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
う
し

た
相
場
操
縦
が
ど
の
程
度
一
般
的
な
の
か
調
査
す
べ
き
だ
」
と
述
べ
て
い
る

（
２
）。

た
し
か
に
、
単
独
の
デ
イ
ト
レ
ー
ダ
ー
の
取
引
で
世

界
最
大
級
の
金
融
市
場
が
あ
の
様
に
混
乱
す
る
と
す
れ
ば
、金
融
市
場
に
は
相
当
堅
固
な
安
定
化
措
置
を
施
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。

（
２
）
米
国
へ
の
移
送
、
罪
の
認
容

　

そ
の
後
、
サ
リ
オ
容
疑
者
が
米
国
に
移
送
さ
れ
る
べ
き
か
英
国
の
法
廷
で
争
わ
れ
た
。
そ
の
際
、
米
政
府
側
代
理
人
は
、
五
年
間

に
わ
た
る
米
国
市
場
で
の
見
せ
玉
事
件
で
あ
る
と
述
べ
、フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
原
因
と
な
っ
た
と
い
う
主
張
は
行
わ
な
か
っ
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た
。
そ
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
控
訴
院
は
最
終
的
に
二
〇
一
六
年
一
〇
月
、
サ
リ
オ
容
疑
者
の
米
国
へ
の
移
送
を
命
令
し
た
。

　

二
〇
一
六
年
一
一
月
、
サ
リ
オ
被
告
は
シ
カ
ゴ
連
邦
裁
判
所
に
出
廷
し
、
通
信
詐
欺
と
見
せ
玉
の
二
つ
の
容
疑
（
量
刑
基
準
で
は

最
大
八
年
の
刑
に
相
当
）
を
認
容
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
司
法
取
引
が
成
立
し
、
サ
リ
オ
容
疑
者
は
保
釈
さ
れ
英
国
に
帰
国
し
た
。

（
３
）
判
決

　

そ
の
後
、サ
リ
オ
被
告
へ
の
刑
の
言
い
渡
し
は
、な
か
な
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
司
法
当
局
が
、他
の
相
場
操
縦
事
案
（
後

述
）
に
つ
い
て
同
被
告
の
協
力
を
得
て
い
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

米
司
法
省
は
、
二
〇
二
〇
年
一
月
一
五
日
、
サ
リ
オ
被
告
へ
の
（
拘
留
期
間
を
除
く
）
刑
期
を
望
ま
な
い
旨
の
勧
告
を
行
っ
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
他
の
事
件
捜
査
へ
の
並
外
れ
た
協
力
、
動
機
が
金
銭
や
欲
望
で
な
か
っ
た
こ
と
（
利
益
の
大
半
は
投
資
詐
欺
に

よ
り
失
わ
れ
た
）、
強
度
の
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
の
診
断
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
シ
カ
ゴ
連
邦
裁
判
所
は
、
二
〇
二
〇
年
一
月
二
八
日
、
サ
リ
オ
被
告
に
「
拘
留
期
間
相
当
（tim

e-served sentence

）

と
一
年
間
の
自
宅
監
視
」
の
量
刑
を
言
い
渡
し
、
同
被
告
は
直
ち
に
釈
放
さ
れ
た
。
判
事
は
、
訴
追
側
の
減
刑
要
請
は
ま
れ
で
あ
り
、

そ
れ
を
重
く
見
た
と
述
べ
た
。

（
４
）
ま
と
め

　

サ
リ
オ
容
疑
者
の
事
件
は
、
摘
発
時
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
張
本
人
と
い
う
触
れ
込
み
か
ら
す
る
と
、
竜
頭
蛇
尾
に
終

わ
っ
た
印
象
は
禁
じ
得
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
当
初
よ
り
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ッ
シ
ュ
云
々
と
い
う
の
は
、
米
当
局
の
相
場

操
縦
取
締
り
へ
の
意
欲
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
作
為
的
な
説
明
で
あ
る
と
の
見
方
が
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
金
融
不
正
取
締
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り
強
化
の
た
め
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
（
二
〇
一
〇
年
）
で
先
物
市
場
の
相
場
操
縦
に
関
す
る
新
規
定
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

事
件
が
そ
の
適
用
二
件
目
だ
っ
た
と
い
う
事
情
が
存
在
す
る
。
以
下
で
は
、
そ
う
し
た
米
国
に
お
け
る
最
近
の
相
場
操
縦
規
制
の
展

開
を
概
観
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

２　

米
国
の
相
場
操
縦
規
制
の
体
系

（
１
）
証
券
取
引
所
法
に
よ
る
規
制

　

米
国
の
証
券
分
野
に
お
い
て
は
、
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
九
条
（
ａ
）
が
相
場
操
縦
を
具
体
的
に
規
制
し
て
い
る
（
我
が
国

の
金
商
法
一
五
九
条
﹇
相
場
操
縦
行
為
等
の
禁
止
﹈
は
、
こ
の
条
文
を
ほ
ぼ
忠
実
に
継
受
し
た
も
の
で
あ
る
）。

　

即
ち
九
条
（
ａ
）
は
、（
１
）
号
で
仮
装
取
引
、
馴
合
取
引
を
禁
止
し
、（
２
）
号
で
「
他
人
に
よ
る
売
買
を
誘
引
す
る
目
的
で

…
…
外
観
上
活
発
な
取
引
を
作
出
し
…
…
証
券
の
価
格
を
騰
貴
も
し
く
は
下
落
さ
せ
る
よ
う
な
一
連
の
取
引
を
行
う
こ
と
」（「
変
動

操
作
取
引
」
又
は
「
現
実
取
引
（
に
よ
る
相
場
操
縦
）」
と
呼
ば
れ
る
）
を
禁
止
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
規
定
は
米
国
で
は
相
場
操
縦
の
取
締
り
に
余
り
使
わ
れ
て
い
な
い
。

　

む
し
ろ
、
米
司
法
省
や
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
相
場
操
縦
の
取
締
り
の
た
め
に
適
用
し
て
い
る
の
は
、
不
公
正
取
引
禁
止
の
一
般
条
項
で
あ
る

同
法
一
〇
条
（
ｂ
）
で
あ
る
（
我
が
国
の
金
商
法
一
五
七
条
﹇
不
正
行
為
の
禁
止
﹈
に
相
当
す
る
規
定
）。
一
〇
条
（
ｂ
）
で
は
、「
相

場
操
縦
的
ま
た
は
詐
欺
的
な
術
策
を
用
い
る
こ
と
」
が
一
般
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
一
〇
条
（
ｂ
）
が
用
い
ら
れ
る
理
由
と
し
て
は
、
一
般
的
に
は
同
条
が
い
わ
ゆ
る
誘
引
目
的
を
要
求
し
て
い
な
い
た
め
、

立
証
が
容
易
だ
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
一
〇
条
（
ｂ
）
で
は
誘
引
目
的
を
求
め
ら
れ
な
い
の
か
ど
う
か
は
、
判
例
上

も
微
妙
に
見
解
が
分
か
れ
て
お
り

（
３
）、

必
ず
し
も
学
説
上
明
確
に
な
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
）。
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（
参
考
）
Ｅ
Ｕ
の
「
相
場
操
縦
」
の
定
義
（
市
場
濫
用
指
令
）

　
「
取
引
又
は
取
引
注
文
等
で
、
金
融
商
品
の
供
給
、
需
要
若
し
く
は
価
格
に
つ
い
て
虚
偽
若
し
く
は
誤
解
を
招
く
シ
グ
ナ
ル
を
与

え
る
も
の
、
又
は
価
格
異
常
若
し
く
は
人
為
的
水
準
に
く
ぎ
付
け
す
る
も
の
。
た
だ
し
、
当
該
取
引
等
に
正
当
な
理
由
が
あ
り
、
許

容
さ
れ
た
市
場
慣
行
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
を
立
証
し
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
し
て
お
り
、
誘
引
目
的
を
要
件
と
し
て
い

な
い
。

（
２
）
商
品
取
引
所
法
及
び
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
よ
る
規
制

　

米
国
の
先
物
分
野
に
お
い
て
は
、
商
品
取
引
所
法
一
三
条
（
ｂ
）
が
相
場
操
縦
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
そ
の
要
件
と
し
て
「
人
為

的
価
格
（artificial price

）」
を
求
め
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
り
「
当
該
注
文
又
は
取
引
が
無
け
れ
ば
相
場
は
ど
う
な
っ
て

い
た
か
」
と
い
う
反
事
実
的
立
証
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
相
場
操
縦
の
摘
発
を
困
難
に
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
先
物
取
引
の
規
制
当
局
で
あ
る
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
、
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
一
〇
条
（
ｂ
）
と
同
様
の
規
定
を
商
品

取
引
所
法
に
設
け
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
（
二
〇
一
〇
年
）
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
二
つ
の
規
定
を
新
設
し
た
。

　

ま
ず
一
般
的
な
不
正
行
為
禁
止
規
定
（
七
五
三
条
）
が
新
設
さ
れ
、「
市
場
操
作
又
は
詐
欺
の
策
略
又
は
計
略
を
使
用
も
し
く
は

利
用
す
る
こ
と
」
が
禁
止
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
市
場
妨
害
禁
止
規
定
（
七
四
七
条
）
が
設
け
ら
れ
、
注
文
又
は
執
行
の
妨
害
の
禁
止
、
見
せ
玉
（spoofing

）
の
禁
止
な

ど
が
規
定
さ
れ
た
。
後
者
は
「A

nti-spoofing

条
項
」
と
呼
ば
れ
、
見
せ
玉
を
「
執
行
前
に
売
り
又
は
買
い
の
注
文
を
取
り
消
す
意

図
で
、
売
り
又
は
買
い
の
注
文
を
出
す
こ
と
」
と
定
義
し
た
。
そ
し
て
、
同
条
の
違
反
に
は
一
〇
年
以
下
の
懲
役
と
い
う
重
刑
が
科
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せ
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

３　

米
国
先
物
市
場
に
お
け
る
相
場
操
縦
取
締
り
の
強
化

（
１
）
見
せ
玉
に
係
る
ル
ー
ル
の
明
確
化
、
監
視
の
強
化

　

ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
制
定
を
受
け
て
、
米
国
の
先
物
規
制
当
局
は
、
相
場
操
縦
（
特
に
見
せ
玉
）
に
係
る
ル
ー
ル
の
明
確
化

や
監
視
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
「
見
せ
玉
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
公
表
し
た
（
二
〇
一
三
年
最
終
化
）。
そ
こ
で
は
、「
見
せ
玉
と
合
法

的
取
引
の
区
別
は
、
市
場
の
文
脈
を
考
慮
し
て
判
断
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
、
発
注
・
取
消
し
が
、（
ⅰ
）
板
を
支
配
す
る
た
め
に
な

さ
れ
る　
（
ⅱ
）
他
の
市
場
参
加
者
の
執
行
又
は
取
引
を
遅
ら
せ
る　
（
ⅲ
）
市
場
の
深
さ
に
つ
い
て
誤
っ
た
外
観
を
与
え
る　
（
ⅳ
）
人

為
的
価
格
変
動
を
起
こ
す
意
図
で
行
わ
れ
る
、
こ
と
な
ど
が
考
慮
要
素
に
な
り
得
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｍ
Ｅ
は
、二
〇
一
四
年
に
見
せ
玉
を
含
む
市
場
妨
害
行
為
禁
止
規
則
で
あ
る「rule 575

」を
制
定
し
た
。
こ
の
規
則
に
基
づ
き
、

Ｃ
Ｍ
Ｅ
は
、
二
〇
一
六
年
以
降
年
間
数
十
件
程
度
の
処
分
（
資
格
停
止
な
ど
）
を
行
っ
て
い
る
〔
図
表
１
参
照
〕。
ま
た
、
そ
の
監

視
に
当
た
っ
て
は
、
パ
タ
ー
ン
認
識
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
る
自
動
監
視
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）　

Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
に
よ
る
処
分

　

Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
見
せ
玉
な
ど
相
場
操
縦
関
連
の
処
分
件
数
は
、
近
年
著
し
く
増
加
し
て
い
る
〔
図
表
１
参
照
〕。
Ｃ
Ｔ
Ｆ
Ｃ
は
、「
市

場
の
透
明
性
維
持
は
中
心
的
な
優
先
課
題
で
あ
り
、
見
せ
玉
な
ど
相
場
操
縦
は
重
点
的
な
分
野
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

（
４
）。

　

そ
れ
ら
処
分
の
お
よ
そ
半
数
は
、
大
手
金
融
機
関
の
ト
レ
ー
ダ
ー
の
行
為
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
一
月
に
、
国
債
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図
表
１
　
米
国
・
先
物
市
場
に
お
け
る
相
場
操
縦
取
締
り
の
状
況

C
M
E
 G
roup

R
ule 575に

基
づ
く
処
分

C
FTC

S
poofingや

m
anipulative conductに

関
す
る
処
分

D
epartm

ent of Justice
S
poofingに

関
す
る
刑
事
事
件

0 10 20 30 40 50 60 70 80

2014
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2017

2018
（
年
）

2019

（
件
数
）

（
年
度
）

2019

（
件
数
）

0 5 10 15 20 25 30

2014
2015

2016
2017

2018
（
年
）

2019

（
件
数
）

0 2 4 6 8 10 12

2014
2015

2016
2017

2018

（
注

）
 CM

E rule 575は
2014年

よ
り

施
行

。
な

お
、

一
部

は
rule 575の

施
行

に
先

立
ち

、
rule 432に

基
づ

き
処

分
さ

れ
て

い
る

。
（

出
所

）
CM

E Group

（
注

）
 C
F
T
Cの

ア
ク

シ
ョ

ン
は

、
spoofing, 

m
anipulation, attem

pted m
anipulation 

and false reportingを
含

ん
で

い
る

。
ま

た
、

事
業

年
度

は
そ

の
年

の
９

月
末

日
ま

で
の

１
年

間
で

あ
る

。
（

出
所

）
CFT

C

（
出

所
）

D
epartm

ent of Justice
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先
物
で
シ
テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
に
二
五
〇
〇
万
ド
ル
の
制
裁
金
が
賦
課
さ
れ
、
二
〇
一
八
年
一
月
に
は
、
貴
金
属
先
物
で
ド
イ
ツ
銀
行
、

Ｕ
Ｂ
Ｓ
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
に
合
計
四
六
六
〇
万
ド
ル
の
制
裁
金
が
賦
課
さ
れ
た
。
日
系
企
業
も
そ
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
二
〇
一
九
年

一
一
月
に
、
プ
ラ
チ
ナ
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
先
物
で
三
菱
商
事
Ｒ
ｔ
Ｍ
ジ
ャ
パ
ン
に
五
〇
万
ド
ル
の
制
裁
金
が
賦
課
さ
れ
た
。

（
３
）
司
法
省
に
よ
る
刑
事
訴
追

　

司
法
省
は
、
二
〇
一
四
年
に
初
め
てA

nti-Spoofing

条
項
に
よ
る
訴
追
を
行
っ
て
か
ら
、
二
〇
一
八
年
に
か
け
て
急
激
に
訴
追

件
数
を
増
加
さ
せ
て
い
る
〔
図
表
１
参
照
〕。

　

最
初
に
訴
追
さ
れ
たM

ichael C
oscia

事
件
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
取
引
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
金
属
、
金
利
、
農
産
物
、
株
価

指
数
、
通
貨
な
ど
一
八
の
先
物
取
引
でspoofing

及
び
商
品
取
引
詐
欺
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
検
察
側
は
、
お
と
り
注

文
を
意
図
的
に
出
す
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
た
と
主
張
し
、
一
審
判
決
は
懲
役
三
年
（
執
行
猶
予
二
年
）
の
有
罪
と
な
っ
た
（
二
〇

一
六
年
七
月
）。
被
告
側
は
控
訴
し
、A

nti-spoofing

条
項
に
つ
い
て
「
非
憲
法
的
に
曖
昧
で
あ
り
証
拠
不
十
分
」
と
主
張
し
た
が
、

第
七
巡
回
控
訴
裁
判
所
は
「
同
条
項
は
、
裁
量
的
な
執
行
を
許
容
し
て
い
な
い
」
と
し
て
控
訴
を
棄
却
し
た
（
二
〇
一
七
年
八
月
）。

　

一
方
で
、
検
察
側
が
敗
訴
す
る
事
案
も
あ
り
、A

nti-Spoofing

条
項
の
判
定
基
準
は
未
だ
定
ま
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況

に
あ
る
。

　

元
Ｕ
Ｂ
Ｓ
ト
レ
ー
ダ
ー
のFlotron

事
件
で
検
察
側
は
、
デ
ー
タ
分
析
と
協
力
者
の
証
言
に
よ
り
意
図
的
にSpoofing

し
た
と
主
張

し
た
が
、
立
証
が
不
十
分
と
し
て
無
罪
評
決
を
受
け
た
（
二
〇
一
八
年
四
月
）。
な
お
、F

lotron

は
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
ト
レ
ー
ダ
ー
で

あ
っ
た
。

　

ナ
ビ
ン
ダ
ー
・
シ
ン
・
サ
リ
オ
の
見
せ
玉
注
文
に
使
わ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
者
を
訴
追
し
たT

hakkar

事
件
で
は
、
サ
リ
オ
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自
身
が
捜
査
に
協
力
し
た
。T

hakkar

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
サ
リ
オ
の
協
力
を
得
て
い
た
が
、「
見
せ
玉
に
使
わ
れ
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
」
が
争
点
と
な
り
、
陪
審
評
決
が
割
れ
た
為
、
検
察
側
は
訴
追
を
断
念
し
た
（
二
〇
一
九
年
四
月
）。

　

他
方
、
先
物
規
制
に
お
け
るspoofing

禁
止
の
概
念
が
、
証
券
規
制
に
も
影
響
を
与
え
る
動
き
も
見
ら
れ
る
。
イ
リ
ノ
イ
州
北
部

地
方
裁
判
所
は
、Vorley

事
件
で「spoofing

は
通
信
詐
欺
の
構
成
要
件
を
満
た
す
」と
す
る
判
断
を
示
し
た（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
）。

通
信
詐
欺
は
、
証
券
法
に
も
共
通
す
る
概
念
で
あ
り
、
今
後
の
当
局
の
法
執
行
及
び
判
例
が
注
目
さ
れ
る
。

４　

我
が
国
へ
の
示
唆
―
ま
と
め
―

（
１
）
我
が
国
に
お
け
る
相
場
操
縦
規
制
の
強
化

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
近
年
、
相
場
操
縦
規
制
を
強
化
す
る
動
き
は
見
ら
れ
る
。
二
〇
〇
六
年
に
は
金
商
法
が
改
正
さ
れ
、
変
動

操
作
取
引
（
見
せ
玉
等
）
が
課
徴
金
の
対
象
に
加
え
ら
れ
た
（
そ
れ
ま
で
は
仮
装
取
引
、
馴
合
取
引
の
み
）。

　

証
券
監
視
委
員
会
は
、
二
〇
〇
八
年
度
に
相
場
操
縦
に
関
す
る
初
の
課
徴
金
勧
告
を
行
い
、
そ
の
後
（
二
〇
一
二
年
度
に
は
一
二

件
勧
告
が
行
わ
れ
る
な
ど
）
着
実
に
勧
告
件
数
は
増
加
し
て
い
る
〔
図
表
２
参
照
〕。

　

刑
事
訴
追
の
た
め
の
証
券
監
視
委
員
会
に
よ
る
告
発
も
、
相
場
操
縦
に
関
し
て
増
加
傾
向
に
あ
る
。
一
九
九
二
年
度
か
ら
二
〇
〇

六
年
度
の
間
は
一
二
件
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
二
〇
一
八
年
度
の
間
に
は
一
九
件
と
増
加
し
て
い
る
〔
図
表
２
参

照
〕。

（
２
）
証
券
先
物
へ
の
対
応

　

証
券
先
物
分
野
で
の
相
場
操
縦
の
摘
発
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
先
物
に
関
す
る
む
さ
し
証
券
へ
の
五
四
三
万
円
の
課
徴
金
勧
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告
（
二
〇
一
四
年
六
月
）
を
嚆
矢
と
し
て
、
最
近
、
金
融
機
関
の
ト
レ
ー
ダ
ー
に
対
し
て
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
二
〇
一
八

年
六
月
に
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
モ
ル
ガ
ン
ス
タ
ン
レ
ー
証
券
に
対
し
二
・
二
億
円
の
課
徴
金
（
長
期
国
債
先
物
）
が
勧
告
さ
れ
、
二
〇
一
九

年
四
月
に
は
シ
テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
英
国
現
法
に
対
し
て
一
・
三
億
円
の
課
徴
金
（
長
期
国
債
先
物
）
が
勧
告
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
大
阪
取
引
所
及
び
日
証
協
は
、
証
券
会
社
に
対
し
証
券
市
場
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
売
買
審
査
体
制

の
整
備
を
求
め
る
規
則
改
正
を
行
っ
た
（
二
〇
二
〇
年
四
月
施
行
）。

図
表
２
　
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
に
よ
る
相
場
操
縦
関
連
の
勧
告
・
告
発
状
況

勧
告
件
数
の
推
移

告
発
件
数
の
推
移

0
0

0
0

0
1

0
0

1
0

0
0

0

2

4

6

3

11

7
7

8

6

4
4

0 2 4 6 8 10 12
仮
装
・
馴
合
売
買

変
動
操
作
取
引

平成19年度
平成20年度
平成21年度
平成22年度
平成23年度
平成24年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成28年度
平成29年度
平成30年度

4

0

2

0
0

0

1
1

0

3

2

0

1

0

1
1

1

0
0

1
1

0
0

0
0 1 2 3 4 5

仮
装
・
馴
合
売
買

変
動
操
作
取
引

平成19年度
平成20年度
平成21年度
平成22年度
平成23年度
平成24年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成28年度
平成29年度
平成30年度

（
出

所
）

証
券

取
引

等
監

視
委

員
会

「
証

券
取

引
等

監
視

委
員

会
の

活
動

状
況

」
よ

り
日

本
証

券
業

協
会

作
成
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（
３
）
我
が
国
の
取
組
み
の
特
徴

　

と
こ
ろ
で
、
我
が
国
の
相
場
操
縦
の
取
締
り
に
は
、
幾
つ
か
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
課
徴
金
は
変
動
操
作
取
引
（
現
実
取
引
）

が
大
半
で
あ
る
の
に
対
し
、
告
発
は
仮
装
・
馴
合
取
引
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
〔
図
表
２
参
照
〕。
つ
ま
り
、
米
国
の
よ
う
に
見
せ

玉
（spoofing
）
を
積
極
的
に
訴
追
し
て
い
る
状
況
と
は
言
え
な
い
。

　

ま
た
、
概
し
て
小
型
株
や
夜
間
取
引
（
先
物
）
に
つ
い
て
の
勧
告
・
告
発
が
多
い
。
板
が
薄
い
状
態
で
の
大
量
か
つ
作
為
的
な
注

文
を
主
た
る
対
象
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
取
引
や
Ｈ
Ｆ
Ｔ
を
対
象
に
し
て
い
る
例

（
５
）は

、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ

少
な
い
。

（
４
）
相
場
操
縦
（
現
実
取
引
）
に
関
す
る
法
律
構
成
の
問
題

　

従
来
、
法
学
的
に
は
、
合
法
的
な
取
引
と
現
実
取
引
に
よ
る
相
場
操
縦
を
識
別
す
る
こ
と
は
、
相
当
な
難
事
と
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
区
別
を
理
論
的
、
客
観
的
に
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
、
現
実
取
引
に
よ
る
相
場
操
縦
は
規
制
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う

有
力
な
学
説
も
存
在
し
て
い
る

（
６
）。

　

さ
ら
に
、
我
が
国
で
は
現
実
取
引
に
よ
る
相
場
操
縦
に
金
商
法
一
五
九
条
二
項
を
適
用
し
て
い
る
。
同
項
は
「
他
人
を
有
価
証
券

の
売
買
に
誘
引
す
る
目
的
を
も
っ
て
」
と
い
う
所
謂
「
誘
引
目
的
」
を
要
件
と
し
て
求
め
て
い
る

（
７
）。「

相
場
を
変
動
さ
せ
る
取
引
」

に
加
え
て
、「
他
人
を
誘
引
す
る
意
図
」
を
立
証
す
る
こ
と
は
、
か
ね
て
面
倒
な
要
件
と
考
え
ら
れ
て
来
た
が
、
現
代
に
お
い
て
益
々

困
難
に
な
っ
て
い
る
面
が
あ
る
。
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（
５
）
ま
と
め

　

以
前
で
あ
れ
ば
、
仮
装
・
馴
合
取
引
の
よ
う
な
虚
偽
的
手
段
を
相
場
操
縦
規
制
の
主
た
る
対
象
と
す
る
と
い
う
政
策
判
断
も
成
り

立
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
一
〇
年
間
、
取
引
所
の
板
情
報
は
公
開
さ
れ
、
電
子
的
取
引
が
優
勢
に
な
る
な
ど
市
場
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
現
実
取
引
に
よ
る
相
場
操
縦
を
等
閑
視
す
れ
ば
、
取
引
所
の
注
文
板
は
た
ち
ま
ち
幽
霊
の
よ
う
な
注
文

で
一
杯
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

こ
の
間
、
我
が
国
で
は
協
同
飼
料
事
件
最
高
裁
決
定

（
８
）（

一
九
九
四
年
）
以
来
、
法
理
論
的
に
目
立
っ
た
進
展
が
無
い
中
、
市
場
実

態
の
要
請
か
ら
（
見
せ
玉
な
ど
）
現
実
取
引
に
よ
る
相
場
操
縦
の
取
締
り
は
、
課
徴
金
な
ど
行
政
実
務
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
我
が
国
に
お
い
て
相
場
操
縦
規
制
を
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
取
引
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
者
、
さ
ら
に
Ａ
Ｉ
に
よ

る
取
引
な
ど
に
適
用
し
て
い
く
た
め
に
は
、
法
律
構
成
を
含
め
た
理
論
構
築
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る

（
９
）。

　

そ
の
際
に
は
、
近
年
、spoofing

問
題
に
つ
い
て
立
法
論
、
判
例
、
法
執
行
の
各
面
で
積
極
的
な
取
組
み
と
議
論
が
展
開
さ
れ
て

い
る
米
国
の
動
向
が
参
考
に
な
り
、
今
後
と
も
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
（
な
お
、
相
場
操
縦
の
悪
性
が
「
詐
欺
」
か
ら
「
市

場
妨
害
」
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
）。

注（
１
）　

二
〇
一
〇
年
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
市
場
の
動
き
及
び
原
因
解
明
に
つ
い
て
は
、「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ク
ラ
ッ
シ
ュ
」
吉
川
真
裕
（
証

券
経
済
研
究
第
七
九
号
）
参
照
。

（
２
）　T

he N
ew

 Y
ork T

im
es (2015/4/21)

（
３
）　U

.S v Charney, 537 F.2d 341 (9th Cir. 1976)

﹇
抽
象
論
と
し
て
誘
引
目
的
を
不
要
と
す
る
﹈、U.S v M

uhheren, 938 F.2d 354 (2d 
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Cir. 1991)

﹇
抽
象
論
と
し
て
誘
引
目
的
を
不
要
と
す
る
解
釈
を
と
る
こ
と
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
す
﹈

（
４
）　CFT

C EN
F A

nnual Report 2019
（
５
）　

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
取
引
を
用
い
た
相
場
操
縦
（
見
せ
玉
）
事
案
と
し
て
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
の
個
人
に
対
す
る
長
期
国
債
先
物
に
係
る

課
徴
金
納
付
命
令
が
あ
る
（
二
〇
一
四
年
一
一
月
六
日
）。

（
６
）　D

R Fischel and D
J Ross, 'Should the Law

 Prohibit "M
anipulation" in Financial M

arkets?' (1991) 105 H
arvard Law

 

R
eview

 503
〔
現
実
取
引
に
よ
る
相
場
操
縦
は
、
①
満
足
の
い
く
定
義
が
与
え
ら
れ
な
い
、
②
コ
ス
ト
や
リ
ス
ク
が
あ
り
自
己
抑
制
性

が
あ
る
、
③
規
制
の
執
行
に
コ
ス
ト
が
掛
か
り
す
ぎ
る
、
こ
と
か
ら
禁
止
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
〕

（
７
）　

母
法
で
あ
る
一
九
三
四
年
法
九
条
（
ａ
）
は
、
当
初
の
法
案
で
は
「
誘
引
目
的
」
の
要
件
は
な
か
っ
た
が
、
過
剰
な
規
制
を
恐
れ
る
議
会

の
反
対
に
よ
り
挿
入
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
（
黒
沼
悦
郎
「
ア
メ
リ
カ
証
券
取
引
法
第
二
版
」（
二
〇
〇
四
年
、
弘
文
堂
）
九
五
頁

参
照
）。

（
８
）　

相
場
操
縦
の
成
立
要
件
に
つ
い
て
、
変
動
取
引
の
形
態
よ
り
も
誘
引
目
的
の
有
無
を
重
視
す
る
考
え
方
を
示
し
た
（
黒
沼
悦
郎
「
現
実
取

引
に
よ
る
相
場
操
縦
成
立
の
要
件
（
判
例
解
説
）」
一
九
九
五
年
六
月
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
）

（
９
）　

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
・
Ａ
Ｉ
取
引
へ
の
誘
因
目
的
の
認
定
の
困
難
性
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
「
投
資
判
断
に
お
け
る

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
・
Ａ
Ｉ
の
利
用
と
法
的
責
任
」
二
〇
一
八
年
九
月
、
二
三
頁
以
下
参
照
。

（
も
り
も
と　

ま
な
ぶ
・
日
本
証
券
業
協
会
副
会
長
）


